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衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
遺
族
年
金
と
養
育
費
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
遺
族
年
金
と
養
育
費
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
質
問
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
厚
生
年
金
保
険
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第

三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
及
び
「
生
計
維
持
関
係
等
の
認
定
基
準
及
び
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年

三
月
二
十
三
日
付
け
年
発
〇
三
二
三
第
一
号
厚
生
労
働
省
年
金
局
長
通
知
。
以
下
「
局
長
通
知
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、

被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
た
関
係
に
あ
っ
た
者
（
以
下
「
生

計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
よ
う
な
、
経
済
的
な
援
助
が
全
く
な

い
場
合
に
つ
い
て
は
、
生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
生
前
の
非
倫
理
的
で
、
不
当
な
債
務
不
履
行
が
、
遺
族
年
金
の
受
給
結
果
に
反
映
さ
れ
て
し
ま
う
制
度
に
結

果
的
に
な
っ
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
の
認
定
に
当

た
っ
て
は
、
関
係
法
令
、
局
長
通
知
等
に
基
づ
き
、
生
活
費
、
療
養
費
等
の
経
済
的
な
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
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慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
認
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
お
け
る
制
度
改
正

等
の
議
論
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
幅
広
い
裁
量
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
の
認

定
に
当
た
っ
て
は
、
局
長
通
知
に
基
づ
き
、
生
活
費
、
療
養
費
等
の
経
済
的
な
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
定
期

的
に
音
信
又
は
訪
問
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
は
、
遺

族
年
金
の
給
付
事
務
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
、
局
長
通
知
等
に
基
づ
き
、
生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
の
認
定
を
含
め
適
切

な
対
応
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
国
民
年
金
法
第
三
十

七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
死
亡
の
当
時
の
関
係
に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
一
般
に
、
お
尋
ね
の
影

響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
養
育
費
の
受
領
率
引
上
げ
の
国
策
と
の
整
合
性
」
及
び
「
養
育
費
の
支
払
い
実
績
で
は
な
く
そ
の
確
定
債
権

を
も
と
に
生
計
維
持
関
係
を
認
定
す
る
と
い
う
方
針
を
法
令
上
明
記
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
国
民
年
金
法
第
三
十
七
条

の
二
第
一
項
の
規
定
及
び
局
長
通
知
に
基
づ
き
、
生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
、
当
該
要

件
を
見
直
す
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
子
の
な
い
再
婚
相
手
が
被
保
険
者
に
よ
る
前
妻
の
子
に
対
す
る
養
育
費
の
未
払
い
を
助
長
せ
し
め
、
結
果
と

し
て
、
養
育
費
が
未
払
い
で
あ
る
前
妻
の
子
が
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
で
き
ず
に
、
被
保
険
者
の
債
務
不
履
行
を
手
伝
っ
た

再
婚
相
手
が
、
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
者
と
な
っ
て
し
ま
う
実
態
」
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。 

 
 

ま
た
、
「
債
務
不
履
行
と
い
う
違
法
行
為
に
国
が
加
担
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
お
尋
ね

に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
債
務
不
履
行
と
い
う
違
法
行
為
に
国
が
加
担
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た

め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
は
、
関
係
法
令
、
局
長
通
知
等
に
基
づ
き
、
生
計
維
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持
関
係
に
あ
っ
た
者
の
認
定
を
含
め
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

加
え
て
、
「
確
定
債
権
を
も
と
に
生
計
維
持
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
五
に
つ
い

て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
親
子
交
流
の
有
無
や
回
数
」
及
び
「
子
の
な
い
再
婚
相
手
が
被
保
険
者
に
よ
る
前
妻
の
子
と
の
親
子
交
流
の

断
絶
を
助
長
せ
し
め
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
生
計
維
持
関
係
に
あ
っ
た
者
の
認
定
に

当
た
っ
て
は
、
生
活
費
、
療
養
費
等
の
経
済
的
な
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
定
期
的
に
音
信
又
は
訪
問
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
し
て
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
１
」
の
支
給
停
止
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
前
妻
の
子
」
が
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
が
、

「
前
妻
の
子
」
が
御
指
摘
の
「
前
妻
」
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
き
は
、
「
前
妻
の
子
」
は
「
前
妻
」
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
前
妻
の
子
」
の
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
停
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の

「
２
」
及
び
「
３
」
の
支
給
停
止
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
再
婚
相
手
」
が
子
を
有
す
る
と
き
は
、
「
再
婚
相
手
」
及
び
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「
再
婚
相
手
」
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
る
当
該
子
の
生
活
の
安
定
を
図
る
必
要
性
が
よ
り
高
く
な
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
「
再
婚
相
手
」
に
遺
族
基
礎
年
金
及
び
遺
族
厚
生
年
金
を
支
給
し
、
「
前
妻
の
子
」
の
遺
族
基
礎
年
金
及
び

遺
族
厚
生
年
金
の
支
給
を
停
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
国
民
の
感
覚
か
ら
乖
離
し
、
社
会
通
念
上
妥
当
性

を
欠
い
て
い
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
遺
族
年
金
の
支
給
停
止
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審

議
会
年
金
部
会
に
お
け
る
制
度
改
正
等
の
議
論
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
遺
族
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
の
趣
旨
・
制
度
に
ね
じ
れ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
遺
族
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
の
年
金
制
度
改
正
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
（
以
下
「
旧
国
民
年
金
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
子
の
あ
る
妻
が
受
給
権
者
と
な
る
母
子
年
金
、
旧
国
民
年
金
法
第
四
十
一
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
孫
又
は
弟
妹
が
い
る
妻
が
受
給
権
者
と
な
る
準
母
子
年
金
及
び
旧
国
民
年
金
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
父
又

は
母
を
亡
く
し
た
子
が
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
又
は
母
が
い
な
い
と
き
に
受
給
権
者
と
な
る
遺
児
年
金
を
引
き
継
い
だ
も
の

で
、
遺
児
年
金
に
お
い
て
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
失
権
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
規
定
を
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支
給
停
止
に
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
支
給
停
止
は
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
子
が
当
該
子
の
父
又
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
き
は
、
当
該
子
は
当
該
父
又
は
母
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
遺
族
基
礎

年
金
の
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
遺
族
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
の
年
金
制
度

改
正
に
お
い
て
、
全
国
民
を
対
象
と
す
る
遺
族
基
礎
年
金
に
加
え
、
被
用
者
独
自
の
報
酬
比
例
の
年
金
と
し
て
制
度
体
系
が

改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
を
遺
族
基
礎
年
金
と
同
様
と
す
る
た
め
に
子
の
な
い
配
偶

者
よ
り
子
の
受
給
権
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
つ
つ
、
当
該
子
が
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
支
給
を

停
止
す
る
こ
と
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
制
度
の
趣
旨
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
遺
族
年
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
お
け
る
制
度
改
正
等
の
議
論
の
中
で
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


